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Environment Department食品ロスの定義

日本では平成２９年度に、約６１２万ｔの食品ロスが発生した
と推計されています。
我が国は食料自給率が低いにもかかわらず、世界的にも多くの
食品を廃棄していることが問題視されていました。
食料の多くを輸入に依存している我々にとって、食品ロスの
問題は真摯に取り組むべき課題となっています。

食品ロスとは

本来食べられるのにもかかわらず捨てられてしまう食べ物のこと
（例：売れ残り・食べ残し）
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Environment Department日本で１年間に発生する食品ロス
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Environment Department奈良市の食品ロス

奈良市内の家庭系の可燃ごみ

約 ４ ５ ， ０ ０ ０ ｔ の う ち

８ ％ 、 約３， ６００ ｔ が

食品ロスとして排出されている

と推計されています。

４５，０００ｔ
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Environment Department制定の背景

持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals：ＳＤＧｓ）

・２０１５年９月に国連の「持続可能な開発サミット」で採択された、
２０１６年から２０３０年までの国際目標。

・貧困を撲滅し、持続可能な世界を実現するために、１７のゴール（目標）

が設定されている。

○食品ロスに関する記述

目標１２．持続可能な生産消費形態を確保する

12.3
２０３０年までに小売り・消費レベルにおける世界
全体の一人当たりの食料の廃棄を半減させ、収穫後
損失などの生産・サプライチェーンにおける食料の
損失を減少させる。



事業系食品ロス量を２０００年度比で２０３０年度までに半減
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Environment Department食品ロス削減推進法の概要

国・地方公共団体、事業者、消費者の多様な主体が連携し、国民
運動として食品ロス削減に取り組むこと

目的

目標

💡食品ロス削減が世界的な課題となる中、環境・食料問題の観点から
「国民運動」として食品ロス削減に取り組む必要があります。

２０００年度（５４７万トン）⇒２０３０年度（２７３万トン）

令和元年５月３１日公布（令和元年法律第１９号）
令和元年１０月１日施行
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Environment Department食品ロス削減推進法における事業者の責務

・事業者の責務について（法第５条）

事業者は、その事業活動に関し、国又は地方公共団体が実施する
食品ロスの削減に関する施策に協力するよう努めるとともに、
食品ロスの削減について積極的に取り組むよう努めるものとする。

・関係者相互の連携及び協力（法第７条）

国、地方公共団体、事業者、消費者、食品ロスの削減に関する活動
を行う団体その他の関係者は、食品ロスの削減の総合的かつ効果的
な推進を図るため、相互に連携を図りながら協力するよう努めなけ
ればならない。
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すぐに食べる食品を買うとき、陳列棚の手前から商品を取っていく
ことで食品の廃棄を減らす購買行動のこと
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Environment Departmentてまえどりの普及啓発

てまえどりとは

啓発レールポップ・ポスターの製作

てまえどりの普及のため、ポップとポスターを製作
しました。市内の一部コンビニ・スーパーで展開
しています。
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Environment Departmentてまえどりの普及啓発

食品ロス削減ＰＲ動画の製作

てまえどりをテーマとした食品ロス削減ＰＲ動画を制作しました。
以下の媒体で公開しています。

１５秒Ver.：市役所庁内広告モニター

９０秒Ver.：市公式YouTube
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Environment Departmentフードバンク運営の業務委託

安全に食べられるのに包装の破損や過剰在庫、印字ミスなどの理由で
流通に出すことができない食品や、手元に余っている食品などを企業
や個人などから寄付していただき、施設や団体を通して、必要として
いる方々に無償で提供する活動及びその活動を行う団体のこと。

企業・個人・団体から
寄付していただいたものを

フードバンクが預かり
施設や団体に引き渡します。
(こども食堂・障害者支援施設等)

フードバンクとは



N A R A C I T Y

Environment Department目次

・食品ロスの現状

・食品ロス削減推進法

・食品ロス削減に向けた市の取り組み

★給食から発生する食品ロスの削減について



N A R A C I T Y

Environment Departmentフードバンクの活用

台風による警報発令、感染症による施設閉鎖などで急に給食がなく
なり、食品を大量に廃棄しなければならなくなってしまったときは、
一度フードバンクに相談してください。
廃棄予定だった学校給食の冷凍食品を大量に受け入れた実績があり
ます。

業務用冷凍庫

【お問い合わせ】

ＮＰＯ法人フードバンク奈良

（火・木・金 10:00~16:00）

TEL：0742-81-3666/070-1765-2010

mail：narashi.foodbank@gmail.com


